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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設置面に設置され且つ前記設置面と反対側に光源部を有する装置本体と、前記装置本体
を前記設置面と反対側から覆う樹脂製の透光性カバーとを備える照明装置において、
　前記装置本体は前記光源部を保護する保護部を有し、
　前記保護部は前記透光性カバーを着脱自在に装着するための装着手段を有する
　照明装置。
【請求項２】
　前記保護部は透光性の樹脂材料により構成されている
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記装置本体は前記光源部を搭載する搭載部を有し、
　前記搭載部は中央に開口を有する板状をし、
　前記光源部は前記搭載部の開口の周りに搭載され、
　前記保護部は前記搭載部の開口に対向する部分に開口を有する
　請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記装着手段は前記保護部の外周側に存在する
　請求項３に記載の照明装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は透光性カバーにより光源部が覆われてなる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　透光性カバーにより光源部が覆われてなる照明装置は天井や壁等の設置面に設置されて
使用される。照明装置は設置面と反対側を通常照射するが、近年設置面も照射できるよう
なものが提案されている（例えば、特許文献１）。
　特許文献１では、設置面に取り付けられる本体筐体に設けた光源の出射光によって設置
面と反対方向の照明を行う照明装置において、本体筐体の外周を囲んで径方向に突出する
とともに入射面を有して光を導光させる導光板を設け、光源から出射した光が入射面から
導光板に入射し、導光板から出射された光により設置面を照明する技術が開示されている
。
　この構成により、設置面と反対方向の照明光の光量を減らすことなく設置面を広い範囲
で照明できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４９９１０１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記構成では導光板を独立して設けている。このため、導光板の取り付け方によっては
導光板へ入射する光量にばらつきが生じるおそれがある。
　本発明は、上記の課題に鑑み、導光板へ入射する光量のばらつきを抑制することができ
る照明装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る照明装置は、設置面に設置され且つ前記設置面と反対側に光源部を有する
装置本体と、前記装置本体を前記設置面と反対側から覆う樹脂製の透光性カバーとを備え
る照明装置において、前記透光性カバーは、前記装置本体に装着するための装着部と、入
射した前記光源部からの光を導光させて出射する導光部とを一体に備える。
【発明の効果】
【０００６】
　上記構成によれば、装着部と導光部とを一体に有するため、装着部と導光部との界面が
なくなり、導光部へ入射する光量のばらつきを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１の実施形態の照明装置の後方から外観斜視図である。
【図２】第１の実施形態の照明装置の断面図である。
【図３】第１の実施形態の照明装置の分解斜視図である。
【図４】第１の実施形態の装置本体の保護カバーを外した状態を前方から見た図である。
【図５】第１の実施形態の後カバーを前方から見た斜視図である。
【図６】第１の実施形態の後カバーの側面図である。
【図７】第１の実施形態の後カバーの断面側面図である。
【図８】第１の実施形態の前カバーを後方から見た斜視図である。
【図９】第１の実施形態の断面の拡大図である。
【図１０】第２の実施形態の照明装置を前方から見た外観斜視図である。
【図１１】第２の実施形態の照明装置を後方から見た外観斜視図である。
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【図１２】第２の実施形態の照明装置の分解斜視図である。
【図１３】第２の実施形態の後カバーから枠部材を取り外した状態を前方から見た斜視図
である。
【図１４】第２の実施形態の枠部材を後方から見た斜視図である。
【図１５】第２の実施形態の止め部材を後方から見た斜視図である。
【図１６】第２の実施形態の後カバーの断面の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
＜概要＞
　本発明の一態様に係る照明装置は、設置面に設置され且つ前記設置面と反対側に光源部
を有する装置本体と、前記装置本体を前記設置面と反対側から覆う樹脂製の透光性カバー
とを備える照明装置において、前記透光性カバーは、前記装置本体に装着するための装着
部と、入射した前記光源部からの光を導光させて出射する導光部とを一体に備える。
　別態様に係る照明装置は、前記透光性カバーは、前記装着部と前記導光部とを有する後
カバーと、前記後カバーに付け外し可能に取り付けられる前カバーとからなる。これによ
り透光性カバーを一体で製造するよりも安価に製造できる。
　別態様に係る照明装置は、前記後カバーは前記設置面側が縮径する筒部を有し、前記導
光部は前記筒部の外周に存在し、前記前カバーは前記筒部における前記設置面と反対側の
端部内周に取り付けられている。これにより光源部から前カバー以外に向けて出射された
光も有効に利用することができる。
　別態様に係る照明装置は、前記導光部は前記筒部の外周から径方向外方へと延出する環
状部分を有し、前記環状部分における前記設置面と反対側の面が反射面とされている。こ
れにより、設置面側を効率的に照射できる。
＜実施形態＞
　以下に本発明の一態様である照明装置について図面を参照しながら詳細に説明する。こ
こでは照明装置の一例としてシーリングライトについて説明する。言うまでもなく壁に設
置される壁掛式の照明装置や、細長い形状の照明装置等にも本発明は適用できる。
【０００９】
１．シーリングライトの全体構成
　シーリングライト１は、図１から図３、特に図２に示すように、装置本体３と、装置本
体３に着脱自在に装着される透光性カバー５とで構成されている。透光性カバー５は装置
本体３における設置面と反対側を覆うように装置本体３に装着される。なお、シーリング
ライト１から光が出射される側を、表側、前側とする。
　シーリングライト１は、装置本体３を設置面４に取り付けた後に透光性カバー５を装置
本体３に装着することで、設置面４に取り付けられる。
【００１０】
２．装置本体
　装置本体３について主に図１～図４を用いて説明する。
　装置本体３は、複数のＬＥＤ２１から構成される光源部１１、光源部１１を点灯させる
ための回路部１３、光源部１１及び回路部１３を搭載するための搭載部１５、自装置を設
置面４に設置するための取付部１７を有している。
　装置本体３は少なくとも光源部１１を保護する保護部１９を有してもよい。本実施形態
の保護部１９は光源部１１と回路部１３とを保護する。保護部１９は透光性カバー５を着
脱自在に装着するための装着機能も有する。
　以下、各部について説明する。
【００１１】
（１）光源部
　光源部１１について主に図３及び図４を用いて説明する。
　光源部１１は、複数のＬＥＤ２１と、複数のＬＥＤ２１を実装するための１又は複数の
実装基板２３とを有する。複数のＬＥＤ２１は、光色が同じ一種類（例えば、白色、昼白
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色、昼光色、電球色等）であってもよいし、光色が異なる複数種類であってもよい。実装
基板２３はＬＥＤ２１を複数個実装する。ＬＥＤ２１の実装位置は、規則性があってもよ
いし、規則性がなくてもよい。規則性の形状には、直線状（１列、複数列を含む。）、千
鳥状、円弧状（１列、複数列を含む。）等がある。
　実装基板２３は複数個のＬＥＤ２１を所定の接続形態で接続するための配線パターンを
有する。所定の接続形態は、直列接続、並列接続、直並列接続等である。
【００１２】
（２）回路部
　回路部１３について主に図３及び図４を用いて説明する。
　回路部１３は、複数の電子部品２５，２７と、複数の電子部品２５，２７を実装するた
めの１又は複数の回路基板２９，３１とを有する。なお、便宜上各回路基板２９，３１に
つき１つの電子部品に符号「２５」、「２７」を付している。複数の電子部品２５，２７
により、例えば、整流回路、平滑回路、電圧変換回路等が構成される。なお、図３では複
数ある電子部品の一部が記載されている。
　ここでは回路基板２９，３１は２個ある。例えば、１つ目の回路基板２９に点灯回路を
構成する電子部品２５が実装され、２つ目の回路基板３１に調色回路や調光回路を構成す
る電子部品２７が実装されている。
【００１３】
（３）搭載部
　搭載部１５について主に図３及び図４を用いて説明する。
　搭載部１５はベース部材３５により構成される。ベース部材３５は中央に開口３７を有
する板状をしている。なお、開口３７には取付部１７が嵌合する。ベース部材３５の概観
形状は床側（前側）から見たときに円形状をしているが、例えば外観形状が正方形、長方
形等の他の形状であってもよい。
　ベース部材３５は、光源部１１を搭載する光源部搭載領域４１と、回路部１３を搭載す
る回路部搭載領域４３とを表面に有している。
【００１４】
　ここでは光源部搭載領域４１が開口３７の周りに存在し、その外周側に回路部搭載領域
４３が存在する。なお、光源部搭載領域４１と回路部搭載領域４３との位置関係は上記と
逆であってもよい。また、回路部搭載領域は裏面に設けられてもよい。
　光源部搭載領域４１は、図９にも示すように、設置面と直交する方向に対して装置本体
３の外側に向くように傾斜している。換言すると、光源部搭載領域４１はベース部材３５
の開口３７から径方向外方へ離れるに従って設置面４に近づくように傾斜している。
【００１５】
　実装基板２３が光源部搭載領域４１に固定されることで、光源部１１はベース部材３５
に搭載される。なお、実装基板２３は、例えば、螺合手段、係止手段、固着手段等により
ベース部材３５に固定されている。実装基板２３が光源部搭載領域４１に搭載されること
で、複数のＬＥＤ２１が開口３７を囲む環状（円環状）に配される。なお、表側から見た
ときに複数のＬＥＤが全体としてマトリクス状（１行０列も含む）に位置するように、複
数の実装基板がベース部材に搭載されてもよい。
【００１６】
　回路基板２９，３１が回路部搭載領域４３に固定されることで、回路部１３がベース部
材３５に搭載される。なお、回路基板２９，３１は、例えば、螺合手段、係止手段、固着
手段等によりベース部材３５に固定されている。
　回路基板２９，３１は円弧状をし、電子部品２５，２７が円弧に沿って実装されている
。これにより、回路基板２９，３１の幅（ベース部材３５の径方向の寸法である。）を小
さくできる。
【００１７】
（４）取付部
　取付部１７について主に図２～図４を用いて説明する。
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　取付部１７は、ベース部材３５の開口３７を塞ぎ且つベース部材３５における開口３７
の周辺部に固定される板状部材４５と、設置面４に設けられている引掛シーリング４６に
掛止する一対の引掛刃４７と、引掛刃４７の掛止状態を維持するロック手段４９とを有し
ている。
【００１８】
　板状部材４５はベース部材３５の開口３７に対応した円形状をしている。板状部材４５
の中央部がベース部材３５の開口３７を塞ぐ。板状部材４５の外周部がベース部材３５の
開口３７の周辺部に当接状態でねじ等により固定される。なお、図１にも示すように、引
掛刃４７の引掛シーリング４６への取り付けを補助するガイド部材５２と一緒に板状部材
４５がベース部材３５に固定されている。
【００１９】
　板状部材４５は引掛刃４７を引掛シーリング４６に取り付ける際に作業者に把持される
（把持される予定の）把持部５３を有している。把持部５３は表側へと矩形状に突出する
凸部により構成されている。把持部５３の内部は、引掛刃４７を固定したり、ロック手段
４９を収容したりするのに利用される。
【００２０】
（５）保護部
　保護部１９について主に図２及び図３を用いて説明する。
　保護部１９は保護カバー５１により構成されている。保護カバー５１は、円の外側に位
置する回転軸の廻りに前記円を回転させて形成されるトーラス形状を、前記円の中心軸を
含む面で切断した半トーラス形状をしている。なお、円の中心軸は前記円を回転させたと
きの当該円の中心を結んだ軸である。
　保護カバー５１は２つのカバー部材５１Ａ，５１Ｂから構成されている。なお、図３で
は、一体に組み合わされた状態が示されている。
　カバー部材５１Ａ，５１Ｂは透光性の樹脂材料により構成されている。カバー部材５１
Ａ，５１Ｂにおける電子部品２５，２７を覆う部位には拡散加工（シボ加工）が施されて
いる。
【００２１】
　カバー部材５１Ａ，５１Ｂは半円状の切欠き５４を中央に有し、切欠き５４の周辺部の
平坦部５５が取付部１７の板状部材４５にねじ部材等により固定される。
　カバー部材５１Ａ，５１Ｂの外周部は外側に張り出す外鍔部５７を有している。外鍔部
５７はベース部材３５にねじ等により固定される。外鍔部５７は周方向に間隔をおいて複
数個（４個）設けられている。周方向に隣接する外鍔部５７間には透光性カバー５を取り
付けるための透光性カバー取付手段５９が設けられている。
【００２２】
３．透光性カバー
　透光性カバー５について図１～図３及び図５～図８を用いて説明する。
　透光性カバー５は、装置本体３に取り付けられる後カバー６１と、後カバー６１に付け
外し可能に取り付けられる前カバー６３とを有する。後カバー６１及び前カバー６３は透
光性樹脂材料により構成されている。透光性材料樹脂には拡散粒子（例えば、シリコーン
粒子）が混入されており、透光性カバー５は乳白色カバーである。
【００２３】
（１）後カバー
　後カバー６１は、前側拡がりの筒部６５と、筒部６５の後端部に設けられた装置本体取
付手段６７と、筒部６５の前端部外周に設けられた導光部７１とを有する。後カバー６１
は、筒部６５、装置本体取付手段６７、導光部７１以外に、筒部６５の前端部内周に設け
られた前カバー取付手段６９を一体に有する。後カバー６１は例えば汎用ポリスチレンが
利用されている。これにより透明度や加工性を高めることができる。
【００２４】
　筒部６５は、テーパー状の筒部分６５ａと、筒部分６５ａの後端縁から筒部分６５ａの
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軸心に向かって張り出す内鍔部６５ｂとを有している。
　装置本体取付手段６７は筒部６５の後端部において周方向に間隔を置いて且つ軸心に向
かって張り出す張出部７３により構成される。後カバー６１を装置本体３に装着する際に
、張出部７３はカバー部材５１Ａ，５１Ｂの透光性カバー取付手段５９に係合する。なお
、張出部７３は後カバー６１において装置本体３に装着される装着部の一例に相当する。
【００２５】
　後カバー６１は内鍔部６５ｂの内周縁から後方へと筒状に延出する後筒部６８を有して
いる。後筒部６８の後端がベース部材３５に当接すると、張出部７３が透光性カバー取付
手段５９に係合可能となる。
　前カバー取付手段６９は、周方向に間隔をおいて形成された溝部７５と、周方向に隣接
する溝部７５間に設けられた凹部７７とにより構成される。凹部７７は前カバー６３の凸
部９７と係合する。なお、凹部７７と凸部９７の凹凸関係は逆であっても互いに係合でき
る。
【００２６】
　導光部７１は外方へと延伸する環状部分８１を有する。本実施形態における導光部７１
は、環状部分８１以外に、環状部分８１の外周縁から後方へと延伸する返し部分８３を有
する。ここでの環状部分８１は、図７に示すように、裏側へと張り出すように湾曲状をし
ている。
　環状部分８１における表面は反射面となっている。反射面は、シボ加工が施されたり、
反射膜が形成されたりすることで実施される。
【００２７】
（２）前カバー
　前カバー６３は、図３及び図８に前側から見たときに円形状をし且つ全体としてドーム
状をするドーム部９１と、ドーム部９１の開口側に設けられた筒部９３と、筒部９３に設
けられた後カバー取付手段９５とを有する。後カバー取付手段９５は筒部９３の周方向に
間隔をおいて且つ外方に突出する凸部９７により構成される。
【００２８】
４．照明状態について
（１）透光性カバー５の後カバー６１の前端縁は光源部１１のＬＥＤ２１と所定の関係を
満たす位置に存在する。所定の関係は、図９に示すように、ＬＥＤ２１の光軸（Ｘ１）に
対する１／２ビーム角（ＬＥＤから出射される光の光度が最大光度の１／２となる光の出
射方向と光軸との間の角度の２倍の角度）の一方向角（以下、「１／２ビーム一方向角」
という。）Ａを示す仮想線Ｘ２に近い位置にある。具体的には後カバー６１の前端縁が１
／２ビーム一方向角Ａに対して－１５［°］～＋１５［°］の範囲内にある。なお、ＬＥ
Ｄ２１の１／２ビーム角は例えば１２０［°］である。これにより、ＬＥＤ２１から出射
された多くの光が前カバー６３から直接出射される。なお、ＬＥＤは１／２ビーム角が１
２０［°］のＬＥＤに限定するものではない。
【００２９】
（２）ＬＥＤ２１から図９の仮想線Ｘ２よりも外側（主光出射方向から離れる側）に向け
て出射された光の一部は後カバー６１の筒部６５等に入射して導光部７１を経て設置面４
側へと光が出射される。つまり、筒部６５の内面は光の入射面を構成し、導光部７１の裏
面は光の出射面を構成する。
　導光部７１は後カバー６１に一体に設けられている（界面がない）ため、筒部６５から
入射した光をムラなく導光部７１へ導光できる。
　導光部７１（環状部分８１）の表面は反射機能（シボ加工）を有するため、設置面４に
向かって光を照射できる。また、照明状態のシーリングライト１を設置面４と反対側（前
側）から見ると、導光部７１の環状部分８１がぼんやりと光った状態にできる。これによ
り、照明状態のシーリングライト１の意匠性を高めることができる。
【００３０】
（３）後カバー６１における筒部６５の筒部分６５ａは前拡がりのテーパー状をしている
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ため、後カバー６１の筒部分６５ａの内面に達した光は前カバー６３へと反射しやすくな
る。導光部７１は後カバー６１の前端部から径方向の外方向に向かって延伸している。こ
のため、後カバー６１を透過した一部の光を導光部７１で設置面４側へと反射しやすくな
る。
【００３１】
（４）導光部７１の返し部分８３の後端は光源部１１のＬＥＤ２１と所定の関係を満たす
位置に存在する。所定の関係は、図９に示すように、光源部１１のＬＥＤ２１の主光出射
方向Ｘ１と、ＬＥＤ２１の中心と返し部分８３の後端縁とを結ぶ仮想線Ｘ３との間の角度
Ｂより小さくなる関係である。角度Ｂは、角度Ｂでの光度が主光出射方向の光度（最大光
度でもある。）の３０［％］となる角度である。
　これにより、ＬＥＤ２１から出射された光の内、１／２ビーム角よりも外側（仮想線Ｘ
２における主光出射方向と反対側）に出射された光を有効に利用できる。結果的にＬＥＤ
２１から出射された多くの光をシーリングライト１から取り出すことができる。
【００３２】
（５）設置面４を基準とした場合、ＬＥＤ２１の水平方向の位置は後カバー６１の内鍔部
６５ｂの水平方向の位置と略一致している。これにより、ＬＥＤ２１から出射される光の
大部分が透光性カバー５側へと出射される。、
【００３３】
＜第２の実施形態＞
　第１の実施形態の導光部７１は前方から視認可能に構成されている。しかしながら、導
光部７１は前方から視認できなくてもよい。第２の実施形態では前方ら視認できなくても
設置面を照射することができる導光部について説明する。以下、導光部を有する透光性カ
バーについて説明し、他の部分の詳細は第１の実施形態と同じであるため説明を省略する
。
　シーリングライト１０１は、図１０及び図１１に示すように、装置本体３と透光性カバ
ー１０３とを有する。なお、上述した通り、装置本体３は第１の実施形態の装置本体３と
同じ構成であり、各部の説明は第１の実施形態での各部と同じ符号を用いる。
　装置本体３は、図１２に示すように、光源部１１、回路部１３、搭載部１５、取付部１
７及び保護部１９を有する。透光性カバー１０３は図１２に示すように後カバー１０５と
前カバー６３とを有する。前カバー６３は第１の実施形態と同じであるため説明を省略す
る。
【００３４】
　後カバー１０５は図１３に示すように後カバー本体１０７と装飾枠体１０９とを有して
いる。装飾枠体１０９は例えば木目調を有している。
　後カバー本体１０７は、図１２及び図１３に示すように、筒部６５と、装置本体取付手
段６７と、筒部６５の外周に設けられた導光部１１１と、前カバー取付手段６９を有する
。なお、筒部６５、装置本体取付手段６７及び前カバー取付手段６９は第１の実施形態の
これらと同じであるため説明を省略する。
　導光部１１１は図１３に示すように筒部６５の外周から外方へと環状に延出する環状部
により構成される。導光部１１１は装飾枠体１０９を装着するための装着手段を有してい
る。ここでの装着手段は貫通孔１１５，１１７により構成されている。
　装飾枠体１０９は後カバー本体１０７（筒部６５）の前端部の外周に配されている。具
体的には、装飾枠体１０９は導光部１１１に取り付けられている。
【００３５】
　装飾枠体１０９は、図１３に示すように、複数個（本例では４個）の枠部材１２１と、
複数個の止め部材１２３とを有する。ここでの枠部材１２１及び止め部材１２３は透光性
を有しておらず、互いに異なる色で構成されている。例えば、枠部材１２１の色は木目を
イメージする色（例えば、ブラウン、ダークブラウンである。）であり、止め部材１２３
の色は金属をイメージする色（例えば、シルバー、ゴールドである。）である。
　装飾枠体１０９を前方から見ると図１２に示すように装飾枠体１０９は円環状をし、枠
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部材１２１は図１４に示すように円弧状をしている。
【００３６】
　枠部材１２１は、図１４に示すように、少なくとも導光部１１１と対向する対向壁１３
１を有する。枠部材１２１は、対向壁１３１と、対向壁１３１の内側端から立設する内立
壁１３３と、対向壁１３１の外側端から立設する外立壁１３５とを有する。なお、枠部材
１２１は熱可塑性樹脂により構成されている。
　対向壁１３１の表面（前面）には装飾が施されている。ここでの装飾は図１２に示すよ
うに木目をイメージする溝により構成されている。対向壁１３１には長手方向に間隔をお
いて補強部１３７が設けられている。ここでの補強部１３７はリブで構成され、リブは内
立壁１３３と外立壁１３５に接続する。
【００３７】
　枠部材１２１は、導光部１１１に装着するための装着手段を有している。装着手段は、
図１４に示すように、対向壁１３１におけるリブ（補強部１３７）が設けられている部位
から後方へと延出するボス１４１と、内立壁１３３から後方へと延出する係止片１４３と
で構成される。
　ボス１４１は導光部１１１の貫通孔１１５（図１３参照）に挿入された状態で熱融着さ
れている。係止片１４３は図１６に示すように導光部１１１の貫通孔１１７（図１３参照
）を挿通して筒部６５の外周面に係止する。
　内立壁１３３は図１３に示すように筒部６２の前端部の外周面に当接する。外立壁１３
５は導光部１１１の外周縁を覆うように設けられている。
【００３８】
　枠部材１２１の長手方向の端部は隣接する他の枠部材１２１と連結する連結部１４５，
１４７となっている。隣接する一方の枠部材１２１の連結部１４５と他方の枠部材１２１
の連結部１４７とが重なる状態で、連結部１４５，１４７は対向壁１３１の端部から長手
方向に延出している。
　両連結部１４５，１４７は貫通孔１４５ａ，１４７ａを有する。隣接する枠部材１２１
の連結部１４５，１４７同士を重ねた際に貫通孔１４５ａ，１４７ａが一致し、前後方向
に連続する１つの貫通孔となる。
　連結部１４７は他の枠部材１２１の連結部１４５に係止する係止爪１４７ｂを有し、連
結部１４５は係止爪１４７ｂが係止する係止孔を貫通孔１４５ａに合わせて有している。
【００３９】
　止め部材１２３は、図１３及び図１５に示すように枠部材１２１の対向壁１３１と外立
壁１３５とに当接する「Ｌ」字状をしている。止め部材１２３は長壁１５１と短壁１５３
とを有する。長壁１５１が枠部材１２１の対向壁（正確には連結部１４５，１４７である
。）１３１に当接する。短壁１５３は枠部材１２１の外立壁１３５に当接する。
　なお、正確には図１６に示すように対向壁１３１と外立壁１３５の間には傾斜壁があり
、止め部材１２３も長壁１５１と短壁１５３との間にも傾斜壁がある。
　長壁１５１の裏面には図１５に示すように後方へと延伸するボス１５５とリブ１５７と
を有している。ボス１５５は、図１６に示すように隣接する枠部材１２１の連結部１４５
，１４７同士を重ねた状態で貫通孔１４５ａ，１４７ａ及び導光部１１１の貫通孔１１５
を貫通し、導光部１１１の裏面に熱融着される。
【００４０】
　リブ１５７は、連結部１４７の表面に当接して連結部１４７，１４５を支持する。
　シーリングライト１０１は後カバー本体１０７と別部材である装飾枠体１０９を有して
いる。このため、色の異なる複数種類の装飾枠体を準備することで複数種類のデザインの
シーリングライトを安価に用意できる。また、装飾枠体１０９は、複数個の枠部材１２１
と複数個の止め部材１２３とで構成されている。このため、色の異なる複数種類の枠部材
と色の異なる複数種類の止め部とを準備することで、複数種類の装飾枠体を安価に用意で
きる。
【００４１】
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＜変形例＞
　以上、２つの実施形態に係る照明装置を説明したが、この実施形態に限られるものでは
なく、例えば、以下のような変形例であってもよい。また、実施形態と変形例、変形例同
士を組み合わせたものであってよい。
　また、実施形態や変形例に記載していない例や、要旨を逸脱しない範囲の設計変更があ
っても本発明に含まれる。
１．導光部
（１）構造
　第１及び第２の実施形態の導光部７１，１１１は前方から見たときに円環状をしている
が、他の環形状であってもよい。他の環形状としては四角形や六角形等の多角形環状、長
円形や楕円形等の環形状であってもよい。
　第１及び第２の実施形態の導光部７１，１１１は導光部７１，１１１の後方である設置
面を照射しているが、斜め後方を照射するようにしてもよい。この場合、例えば導光部の
環状部分を設置面に対して傾斜させれば実施できる。
　第１及び第２の実施形態の透光性カバー５，１０３は後カバー６１，１０５と前カバー
６３との２つの部材から構成されているが、１つの部材により透光性カバーを構成しても
よい。また、装置本体に装着する装着手段と導光部とが同じ部材にあれば、透光性カバー
は３つ以上の部材により構成されてもよい。
【００４２】
（２）位置
　第１及び第２の実施形態の導光部７１，１１１は、後カバーは６１，１０５の前端側に
位置しているが、他の部位に位置してもよい。他の部位としては、例えば後カバーの表裏
方向（高さ方向）の中央部位や後端部に位置してもよい。
【００４３】
（３）出射面
　第１の実施形態の導光部７１は環状部分８１と返し部分８３とから光を出射するように
しているが、例えば、返し部分８３から光を出射するようにしてもよい。返し部分８３か
ら出射させるには例えば環状部分８１の表面及び裏面を反射面とすればよい。
　第１の実施形態の導光部７１は環状部分８１の全体から光を出射するようにしているが
、例えば環状の環状部分の周方向に間隔をおいて光を出射するようにしてもよい。間隔を
おいて出射させるには例えば出射させない領域を反射面とすればよい。
　第１の実施形態の導光部７１は設置面４側に光を出射しているが、例えば設置面と反対
側に光を出射するようにしてもよい。この場合導光部の設置面側に位置する面を反射面と
すれば実施できる。
【００４４】
２．照明装置
　第１及び第２実施形態の光源はＬＥＤであったが、従来から存在する蛍光灯を利用する
照明装置であってもよいし、有機ＥＬ素子を用いた照明装置であってもよい。
　第１の実施形態の装置本体３は保護部１９を有していたが、保護カバーを有しなくても
よい。さらに、保護部１９は一部材で構成してもよい。
　第１の実施形態の装置本体３は回路部１３を搭載部１５の表面に備えていたが、例えば
搭載部１５の裏面に備えてもよい。
　第１の実施形態の装置本体３の搭載部１５における光源部搭載領域４１は傾斜していた
が、傾斜していなくてもよい。
【符号の説明】
【００４５】
　　　１　　シーリングライト（照明装置）
　　　３　　装置本体
　　　４　　設置面
　　　５　　透光性カバー
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　　１１　　光源部
　　６１　　後カバー
　　６３　　前カバー
　　６５　　筒部
　　６７　　装置本体取付手段（装着部）
　　７１　　導光部
　　８１　　環状部分

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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４Ｄ－ＣＦ１　販売日：平成２６年１０月６日等、販売場所：照明事業部等　（６）ＬシＣＬ１４ＤＬ－ＣＦ１
　販売日：平成２６年１０月６日等、販売場所：照明事業部等　（７）シＣＬ８Ｄ－ＷＦ１－Ｍ　販売日：平成
２６年１０月３日等、販売場所：照明事業部等　（８）シＣＬ８ＤＬ－ＷＦ１－Ｍ　販売日：平成２６年１０月
６日等、販売場所：照明事業部等　（９）シＣＬ１２Ｄ－ＷＦ１－Ｍ　販売日：平成２６年１０月６日等、販売
場所：照明事業部等　（１０）ＬシＣＬ１２ＤＬＷＦ１Ｍ　販売日：平成２６年９月２９日等、販売場所：島忠
Ｈ／Ｃ　平井店　３０８等　（１１）ＬシＣＬ１４Ｄ－ＷＦ１Ｍ　販売日：平成２６年１０月６日等、販売場所
：照明事業部等　（１２）ＣＬ１４ＤＬ－ＷＦ１－Ｍ　販売日：平成２６年１０月６日等、販売場所：照明事業
部等　（１３）ＣＬ８ＤＬ－ＳＰ－ＢＲ　販売日：平成２６年１１月３日等、販売場所：島忠Ｈ／Ｃ　所沢店　
０８等　（１４）Ｌシ８ＤＬ－ＳＰ－ＮＡ　販売日：平成２６年１１月３日等、販売場所：島忠Ｈ／Ｃ　所沢店
　０８等　（１５）ＣＬ１２ＤＬＳＰ－ＢＲ　販売日：平成２６年１０月３０日等、販売場所：アイリスオーヤ
マ（株）島忠営業等　（１６）ＣＬ１２ＤＬＳＰ－ＮＡ　販売日：平成２６年１０月３０日等、販売場所：アイ
リスオーヤマ（株）島忠営業等　（１７）ＬシＣＬ８Ｄ－ＷＦ１－Ｔ　販売日：平成２６年１０月６日等、販売
場所：照明事業部等　（１８）シＣＬ８ＤＬ－ＷＦ１－Ｔ　販売日：平成２６年１０月３日等、販売場所：照明
事業部等　（１９）シＣＬ１２Ｄ－ＷＦ１－Ｔ　販売日：平成２６年１０月６日等、販売場所：照明事業部等　
（２０）ＣＬ１２ＤＬ－ＷＦ１－Ｔ　販売日：平成２６年１０月６日等、販売場所：照明事業部等　（２１）シ
ＣＬ１４Ｄ－ＷＦ１－Ｔ　販売日：平成２６年１０月３日等、販売場所：照明事業部等　
特許法第３０条第２項適用　（２２）ＣＬ１４ＤＬ－ＷＦ１－Ｔ　販売日：平成２６年１０月６日等、販売場所
：　　　　　　　　　　　照明事業部等　（２３）ＭＸ－４０００Ｒ　販売日：平成２６年１１月２８日等、販
売場所：ＭｒＭａｘＳｅｌｅｃｔ福津店等　（２４）ＭＸ－５２００Ｒ　販売日：平成２６年１１月２７日等、
販売場所：ＭｒＭａｘ橋本店等　（２５）シＣＬ１２ＤＬ－Ｎ　　　　　　　　　　　１Ｄ　販売日：平成２６
年１０月６日等、販売場所：ＤＣＭカーマ春日井西店２９６等

早期審査対象出願
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